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札幌市におけるCDC活用方針  

■CDC貴■の酬   
札幌市は、地域における新たなバリュー（価値）の創造と交換のためにCDCを   
活用し、その循環を通じて、市民、企業、行政が連携し合う“協働型社会’’の   
実現を目指す。   

■帥Ct■じ出つのバリューの■出と嚢■  
商財‥・カネの価値  

人財‥・ヒトが活動・行動することから生まれる価値  

（例：ボランティ7活動、市民活動等が生み出す経済的価個）  

物財‥・モノの価値  
（例：リサイクルに利用できる大型ゴミ等の資源としての価値）  

．「‾I．  
恥あるー鳩一の附く「ヒト」と「モノ一の檜棚■■し  
CDC櫨じてこれるの酔－■インHrして触させ、8財■五Eおける  

バリュー爛の仕■肌  
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バリューの交換から協働型社会へ  

引沌ヰ貴■したバリュー彙■のイメージ  

【甘■】  
・商店街や個店におけるポイント発行サービスおよぴポイント交換サービス  
・商店街発行ポイントのボランティア団体への寄付 etc．  

Uu椚  
・ボランティア、市民活動に対するポイント付与、ポイントの多目的利用etc．  

【棚  
・廃衰／りコンに対するリサイクルポイントの付与、学校へのポイント寄付etc  

＿．「＿  
廿■盆義、行■○書●ゲバリュー亀払出し■工に嚢虫ナるレ払  

バリュー酬介とした蠣た柑シスチ▲¢】軌■  

．j∴′   
Ⅶ他㌔＝札＃粛のβ㈹の劇  
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